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シンボル一覧 

 
A アボガドロ数 （6.023×1023 mol–1） 

APAR 植物キャノピーが吸収する放射量 [μmolm–2s–1] 

b empirical coefficient in REA method 

cl 光速 （2.9979×108 ms–1） 

cs 音速 [ms–1] 

ct 本来の信号速度 [ms–1] 

C セルシウス度，摂氏 [°C] 

Cd 乾球温度 [°C] 

Cdp 露点温度 [°C] 

Cv 土壌の体積熱容量 [Jm–3°C–1] 

CW 湿球温度 [°C] 

d スパン長 [m] 

dP 全圧と静圧との差（ベルヌーイの定理） [Pa] 

D2000.0 2000 年 1 月 1 日 0 時の磁気偏角（2000．0 年値） [°] 

e 水蒸気圧 [Pa] 

ed 飽差 [Pa] 

es 飽和水蒸気圧 [Pa] 

ΔE サーモパイルの出力電圧 [mV] 

Fc CO2フラックス[mgm–2s–1] 

Fg vertical flux of a trace gas [mgm–2s–1] 

Fs CO2 storage change [mgm–2s–1] 

FE PAR 波長域で積分した放射束密度 [Wm–2] 

FEλ 単波長 λの放射束密度 [Wm–2] 

FQ PAR 波長域で積分した光量子束密度 [molm–2s–1] 

FQλ 単波長 λのモル光量子束密度 [molm–2s–1] 

h プランク定数 （6.626×10–34 Js） 

H SAT で測定した顕熱フラックス [Wm–2] 

Hbody 機器表面で生成された顕熱フラックス [Wm–2] 

Hop オープンパスの測定パス内における顕熱フラックス [Wm–2] 

ΔH SAT で測定した顕熱フラックスとオープンパスの測定パス内の顕熱フラックスの差： 

H – Hop [Wm–2] 

J １月１日からの積算日数（実数）たとえば 1 月 1 日 12：00 は J = 0.5 

k サーモパイルの感度[mV（Wm–2）–1] 

kd ドーム係数 

L↑ 上向き長波放射量 [Wm–2] 
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L↓ 下向き長波放射量 [Wm–2] 

mc CO2分子量 [kgmol–1] 

md 乾燥空気の分子量[kgmol–1] 

mW 水蒸気の分子量[kgmol–1] 

n 測定高度数 

p 大気圧[Pa] 

pc CO2の分圧 [Pa] 

PAR↑above 植物キャノピーより上で測定された反射 PAR [μmolm–2s–1] 

PAR↑below キャノピー下端での反射 PAR [μmolm–2s–1] 

PAR↓above 植物キャノピーより上で測定された下向き PAR [μmolm–2s–1] 

PAR↓below キャノピー下端での下向きの PAR [μmolm–2s–1] 

q 比湿 [kgkg–1] 

Q 地中熱流量 [Wm–2] 

Qb 最下層土層の下面における地中熱流量 [Wm–2] 

R0 0℃における抵抗値 [Ω] 

R100 100℃における抵抗値 [Ω] 

Rd ドームを通過する長波放射 [Wm–2] 

Rnet 正味放射量 [Wm–2] 

S↑ 上向き短波放射量（反射日射量） [Wm–2] 

S↓ 下向き短波放射量（全天日射量） [Wm–2] 

t 時間 [s] 

t1, t2 各々のセンサ間の信号伝播時間 [s] 

ta 南中時刻 [h] 

Δtf フラックス平均化時間 [s] 

ts 標準時における時刻 [h] 

T 絶対温度 [K] 

T1 水の三重点温度 （273.16 K） 

Ta 気温 [K] 

Tb センサボディの温度 [K] 

Td ドームの温度 [K] 

Ts 地温 [K] 

Tv 音仮温度 [K] 

Tvt 本来の音仮温度 [K] 

u 風速（ベルヌーイの定理） [ms–1] 

vd パスに平行な風速成分の速度 [ms–1] 

vn パス間を垂直に横切る風（横風）の速度 [ms–1] 

Va 気相の体積 [m3] 

Vr 液相の体積 [m3] 
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Vs 固相の体積 [m3] 

w 鉛直風速 [ms–1] 

Wr 液相の質量 [g] 

Ws 固相の質量 [g] 

x 混合比 [kgkg–1] 

xs 飽和空気の混合比 [kgkg–1] 

z 高度 [m] 

zd 各土層の厚さ [m] 

zf フラックス測定高度 [m] 

β 天頂角 [°] 

γ 経度 [°] 

γ0 子午線 [°] 

δ 太陽赤緯（日赤緯） [°] 

ɛ 乾燥空気の分子量に対する水蒸気分子量の比 

ζa 時角 [°] 

ζs 太陽高度 [°] 

η 飽和度 [m3m–3] 

θ 体積含水率 [m3m–3] 

θsat 飽和体積含水率 [m3m–3] 

Θ 含水比 [kgkg–1] 

λ 波長 [m] 

ρ 空気の密度（ベルヌーイの定理） [kgm–3] 

ρc CO2密度[kgm–3] [mgm–3] 

ρcc CO2濃度 [μmolmol–1] 

ρd 乾燥空気密度 [kgm–3] 

ρg 大気微量気体密度 [mgm–3] 

σ Stefan-Boltzmann 定数 （5.67051×10–8 Wm–2K–4） 

σw w の標準偏差 [ms–1] 

φ 緯度 [°] 

Φa 絶対湿度[kgm–3] 

Φc 比較湿度（飽和度） [%] 

Φp 相対湿度 [%] 

Χ ファーレンハイト度（華氏） [F] 

Ψ マトリックポテンシャル [Pa] 

ω 2π/365 または 2π/366 

Ω 均時差 [h] 

a, c1, c2, j, 

k1, k2, k3, α 
定数 




